
高齢者等避難・
避難指示・緊急安全確保

住民のみなさん

役　場

防災無線 広報車 音声告知放送

電　話

プル型（必要な情報を引き出す）

インターネット 地デジ（dボタン）

揖斐川町メール配信サービス

災害時の避難情報災害時の避難情報
１. 避難時の情報伝達経路

２. 防災情報の入手方法
●岐阜県川の防災情報
岐阜県域の雨量・水位情報、河川の状況、注意報・
警報の発令状況等をリアルタイムで提供しています。
https://www.kasen.pref.gifu.lg.jp/#/

●ぎふ土砂災害警戒情報ポータル
土石流・崖崩れ警戒情報等を提供しています。
http://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp/

●岐阜地方気象台
岐阜の気象に関する情報を提供しています。
https://www.jma-net.go.jp/gifu/

●揖斐川町ホームページ
揖斐川町ホームページでも防災情報を
見ることができます。
https://www.town.ibigawa.lg.jp/

３. 緊急連絡先
●揖斐川町役場　総務課または建設課　TEL：22-2111（代）

1 時間 30mm以上、連続 100mm以上の雨が降るときには、注意が必要です。

1 時間に
10mm以上 ～
20mm未満

やや強い雨 強い雨 激しい雨激しい雨 非常に激しい雨非常に激しい雨 猛烈な雨猛烈な雨
1時間に

20mm以上 ～
30mm未満

1時間に
80mm以上 ～

1時間に
30mm以上 ～
50mm未満

1時間に
50mm以上 ～
80mm未満

水害は気象情報に注意！水害は気象情報に注意！

ザーザーと降りま
す。地面からのは
ね返りで足元が濡
れます。この程度
の雨でも長く続く
ときは注意が必要
です。

どしゃ降りです。
傘をさしていても
濡れます。側溝や
下水、小さな川が
あふれ、小規模の
がけ崩れが始まり
ます。

バケツをひっくり
返したように降り
ます。道路が川の
ようになります。
山崩れ・がけ崩れ
が起きやすくなり、
危険地帯では避難
の準備が必要です。

滝のように降りま
す。水しぶきであ
たり一面が白っぽ
くなり、視界が悪
くなります。土石
流が起こりやすく
多くの災害が発生
します。

息苦しくなるよう
な圧迫感があり、
恐怖を感じます。
雨による大規模な
災害が発生する恐
れが強く、厳重な
警戒が必要です。

非常持出品チェックリスト非常持出品チェックリスト

非常持出品の大原則

非常時に備えた備蓄品

□ 毛布・寝袋
□ 新聞紙
□ 洗面用具
□ 鍋・やかん
□ トイレット
ペーパー

□ 筆記用具
□ バケツなど
□ 飲料水
（1人1日3リットルを
　 目安に）

□ 保存食
（缶詰や
レトルト食品など）

□ チョコレート
などの菓子類

□ 調味料など
□ 卓上コンロ
□ ガスボンベ
□ 携帯コンロ
□ 固形燃料

災害復旧までの数日間（最低3日）分準備する
非常時持出品
避難時にまず持出す

□ 常備薬
□ かぜ薬・胃腸薬
□ お薬手帳
□ 健康保険証など
□ かかりつけ医の
診察券など

□ 傷薬・包帯・絆創膏
□ 衣類・下着
□ タオル
□ ティッシュ

□ 懐中電灯
□ 携帯ラジオ
・予備電池など

□ 携帯バッテリー
□ 現金（要10円玉）
□ 通帳・印鑑
□ 権利証書
□ 飲料水
□ 保存食
□ 紙皿など食器
□ 缶切りなど

災害について「学習」し、備蓄品等を「備える」とともに、命を守るために「行動する」ことが重要です。
この防災マップを活用して、防災訓練等に参加し、いざという時に備えましょう。
● 町が実施する防災訓練などに参加しましょう！
● 訓練の際には、この防災マップを活用しましょう！
● 自治会や町内会においても防災訓練を行いましょう！
● 特に浸水区域や土砂災害警戒区域などにお住まいの方は防災訓練に参加することが重要です。

このマップとあわせて災害時の危険箇所や危険から命を守るための情報を
町のホームページなどで入手してください。

避難訓練に参加しましょう！避難訓練に参加しましょう！

揖斐川町のその他の情報揖斐川町のその他の情報

※ご家族（乳幼児や高齢者等）の環境に合わせ、必要なものを準備しましょう。

男性１人15kg、女性１人10kg
程度を目安に

非常持出品はリュックで！

車を運転しているときに災害が
起こることもあります。
また、家が倒壊したような場合にも、
取り出して使える利点があります。

車のトランクに非常袋を入れておく

「わが家の家族」に応じた
「無くてはならない」ものを準備する

半年に１回程度、定期的に中身を
チェックし、期限切れのものは
入れ替えましょう。
あらかじめ「わが家の防災の日」を
決めておくと忘れずにすみます。

「わが家の防災会議」で中身を点検する

非常持出品の準備に家族全員が参加すれば防災意識
が高まり必要なものを入れ忘れることもありません。
また、みんなで分担して持てば重量も軽くできます。

１人に一個の非常袋を用意する

家具が倒れたような場合、非常袋が取り出せなかったり、
中のものが使えなくなるケースも考えられます。
庭やベランダなどにも、分散して保管しておきましょう。

非常袋は何箇所かに分散して保管する

災害時の停電に備える

大

小

危
険
度

命の危険
直ちに安全確保

最新情報に注意

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者らは避難

ハザードマップ等で
避難方法を確認

警戒レベル 避難行動（とるべき行動） 避難情報など

緊急安全確保

避難指示

警戒レベル５
〔町が発令〕

警戒レベル４
〔町が発令〕

警戒レベル３ 高齢者等避難〔町が発令〕

警戒レベル１
〔気象庁が発令〕

早期注意情報
（警報級の可能性）

警戒レベル２
〔気象庁が発令〕

大雨注意報
・

洪水注意報

警戒レベルと避難情報・避難行動警戒レベルと避難情報・避難行動

早期の立退き避難が必要な区域及び浸水ランク別の避難行動〔洪水〕早期の立退き避難が必要な区域及び浸水ランク別の避難行動〔洪水〕

家屋が倒壊するおそれがあ
るため、早期の立退き避難
が必要です。

最上階も浸水するおそれが
あるため、早期の立退き避
難が必要です。

床上浸水や床下浸水が想定されるこ
とから、立退き避難が望ましいです。
浸水時に想定される状況によっては、
屋内安全確保（２階以上へ避難）で
も構いません。

最上階が浸水しない場合
は、屋内安全確保（最上階
へ避難）でも構いません。

１階が浸水するおそれがある区域の
１階建ての建物等では、早期の立退
き避難が必要です。

氾濫が既に開始しているなど、遠くへの避難が危険な場合は、近隣のより安全な場所への避難が
必要です。
外出することすら危険な場合には、屋内安全確保（最上階へ避難）が必要です。

家屋倒壊等
浸水想定区域

早期の立退き避難が必要な区域 立退き、２階以上への避難が望ましい区域

家屋が水没する
おそれのある区域

床上、床下浸水の
おそれがある区域

避
難
行
動

注

釈

※家屋倒壊等浸水想定区域
マップ（別図）を参照

● がけから水が湧き出る
● がけから小石がぼろぼろ落下
● 湧水が濁る
● がけに亀裂が発生
● 地鳴りがする

● 山鳴りがする
● 川が濁り、流木が発生
● 渓流内の転石の音
● 水位の急激な低下

● 地面のひび割れ・陥没
● 井戸や沢の水が濁る
● がけや斜面から水がふき出す
● 樹木が傾いたり倒れたりする
● 亀裂や段差が発生

次のような前兆現象に注意し、危険を感じたら速やかに避難しましょう

土砂災害を知ろう！土砂災害を知ろう！

土石流 地すべりがけ
崩れ

テレビ・ラジオなどで
最新の情報を確認する。

身の回りの状況を確認。
ただし、危険な箇所に
は近づかないように。

避難するときは、危険な
箇所を避けて避難する。

万が一逃げ遅れたとき
は、最寄の丈夫な建物
の２階以上に避難する。

１. 避難時の服装

２. 避難時の心得

服　装 持　物・傘は手が塞がるので、雨合羽を着用する。
・足元の安全確認のため、杖を持って移動する。
・水深が深いときは、長靴よりも運動靴の方が歩きやすい。
・非常持ち出し品は、リュックサックに入れて背負う。

大雨注意報が発表されたら、大雨警報（土砂災害）の危険度分布を確認し、お住まいの場所の危
険度の高まりを確認しましょう。
大雨警報（土砂災害）の危険度分布のうち、高齢者等の方は遅くても「警戒レベル 3」（赤色）、
それ以外の方は遅くても「警戒レベル 4」（紫色）の時点で、避難することが重要です。
土砂災害警戒区域等にお住まいの方は早めの避難が重要です。周囲の状況や雨の降り方にも注意
し、危険を感じたら、すぐに自主避難をしましょう。
●大雨警報（土砂災害）の危険度分布
大雨による土砂災害発生の危険度の高まりを、地図上で5段階に色分けした情報を提供しています。
https://www.jma.go.jp/jp/doshamesh/

大雨警報（土砂災害）の危険度分布を確認しよう！大雨警報（土砂災害）の危険度分布を確認しよう！

避難時の心得避難時の心得

揖斐川町防災ハザードマップ 　
令和３年３月


